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清陵勉強会
　今でも変わらないが、これまで多くの
清陵同窓生が各方面で活躍し、いろいろ
なジャンルで研究、あるいは実務に優れ
た業績を上げている。しかしながら、こ
のことを知る人はあまり多くなかった。

清陵勉強会はブログ（http://seiryobenkyokai.blogspot.com）、また東京清陵会ホームページ（http://
www.tokyoseiryokai.jp/）で案内している。参加希望者はメールでseiryobenkyokai@gmail.comに
申し込んでほしい。

168 回
2 月 28 日 大久保智弘 69 回 小説家。「江戸時代諏訪武士の教養、諏訪藩用人塩

原彦七蔵書をみる」

169 回
4 月 24 日 小平　秀一 85 回 海洋研究開発機構地震津波海域観測研究開発セン

ター長。「深海調査で探る東北地方太平洋沖地震」

170 回
6 月 26 日 金子　忠昭 84 回

関西学院大学理工学部先進エネルギーナノ工学科教
授。「グリーン・イノベーション　次世代の電気自動
車開発と日本の産業競争力」

171 回
8 月 28 日 守矢　早苗 67 回 神長官守矢家第七十八代現頭主。

「守矢信仰と諏訪大社」

172 回
10 月 23 日 北條　浩彦 84 回

国立精神・神経医療研究センター神経研究所神経薬
理研究部室長。「遺伝子を制御する小さな巨人　機
能性 RNA の利用による病気予防や治療」

173 回
12 月 12 日 寺島　亮三 57 回 元岩波書店辞典部。

「清陵と私　戦中・映画『少年期』・そして」

第2回伊藤長七研究フォーラムの開催
　2回目となる『伊藤長七研究フォーラム』
が「寒水・伊藤長七研究会」主催により、
2019年3月16日東洋大学白山キャンパス
で開かれた。「寒水・伊藤長七研究会」
は小石川・清陵の卒業生有志で構成する
伊藤長七研究会のことで、通称「寒水会」
という。「寒水」は伊藤長七の“号”で
ある。この研究会の発足は、2001（平成
13）年、その年の当番幹事であった68
回生が中心となって、「東京清陵会だより」
12号に「伊藤長七の足跡を訪ねて」と
題する特集記事を掲載したことに遡る。
この探索によって、多くの卒業生には校
歌の作詞者としか認識されていなかった
伊藤長七の、斬新な教育理念を唱え、「府

立五中」の初代校長に抜擢されるなど、
偉大な教育者の実像が浮かび上がってき
た。以来、府立五中（のちの小石川高、現・
小石川中等教育学校）の紫友同窓会と諏
中・清陵同窓会の繋がりが出来た。2002

（平成14）年には矢崎秀彦氏（35回）の「寒
水　伊藤長七伝」が刊行された。2007（平
成19）年、伊藤家に保管されていた大
量の資料が長野県立歴史館に寄託された
ことを記念して、第1回のフォーラムが
千曲市の県立歴史館で開かれた。
　「寒水会」はその後、「現代教育観」（明
治45年刊）、「小諸を去る辞」（明治34年
刊）、その他論文、書簡類の読み解きを
進めて来た。東洋大学の「高大連携プロ
グラム」のご協力を得て、また、2018（平
成30）年は小石川校の創立100周年にあ
たりその記念行事の一環としても位置付
けられて、第2回フォーラム開催の運び
となった。参加者は全体で200名弱、そ
のうち清陵関係者は50名ほどご来場い
ただいた。
　今回のフォーラムでは、基調講演、パ

ネル討論などの他、伊藤ひろこさん（長
七・孫＝劇団民藝女優）の朗読、藤下隆
水氏の琵琶歌・『嗚呼伊藤長七先生』演
奏など多彩なプログラムが組まれた。小
石川、清陵両校の校歌がともに伊藤長七
作詞であることから、それぞれが校歌を
披露交歓して幕を閉じた。
　今回主催した「寒水会」の清陵側メン
バーは、春山明哲（68回）、小林盛男（68
回）、守矢早苗（67回）、米山廸男（63回）、
小川勝嗣（59回）である。清陵同窓会
本部ならびに東京清陵会のご支援、ご協
力に感謝申し上げるとともに、今後は寒
水会に多くの方、特に若い方の参加、応
援を期待します。　　小川勝嗣（59回生）

このことから1990年にそれぞれの人た
ちの挙げられた成果を披露してもらう場
として清陵勉強会が始まった。現在も各
方面で活躍している清陵OB の専門を生
かしたテーマを選定した講演を行ってい

る。1990年の第1回から2018年までで
173回、偶数月の第4火曜日に開催して
いるが、これまで1回も休むことなく継
続している。2018年の勉強会は下表のと
おりである。　　　　有賀一温（75回生）

基調報告の春山明哲さん パネル討論には守矢早苗さんが参加

守矢早苗さん（上）と寺島亮三さん


